
平成27年6月30日■

まちづくりふれあいトークで出された

質問や要望の対応について

【女良地区】

氷　 見 　市
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区分地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 201 26 防災 防災無線について、言っている内容がわから
なければ掛ける電話対応もあるらしいが、現状
では、言っていること自体がわからない。

２，３年かけて音量の調整等を行っていきま
す。

防災行政無線のテレホンサービスを26年9月1
日より運用開始しています。0180-99-7777
また、例えば防災ラジオ等防災行政無線以外
の情報伝達手段の導入を検討してまいりま
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
 　■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

会場 202 26 防災 広島で大災害があった。 どんなことがあれば
女良ではどこに 避難するの？と家族で心配に
なった。 氷見ではどうしていくのか？ 氷見市
は避難所が危険地域にあるのでは？

氷見市では台風により国道が一時通行規制
になったこともあります。平成２６年の台風１９
号時には職員が市役所に参集し、後日気象
台長から研修を受けました。それによると最近
はゲリラ豪雨の傾向が強く、夜間の避難は困
難であるため昼に避難指示を出しても良かっ
たのかもしれません。今回は実際に避難所で
過ごすというトレーニングを職員に体験させま
した。

各地区の方にもご協力いただき、避難所の見
直しに着手しています。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

会場 203 26 防災 平沢地区で避難するときは、公民館に行った
ほうがいいのか、それとも自宅待機のほうがよ
いのか？平沢＝女良小学校間の道は寸断さ
れる可能性が高い。避難時の判断はどうしたら
よいか？

災害の種類によって逃げるタイミングや逃げる
場所が変わってきます。それらがわかる資料を
や情報提供をしていきたいと思っています。班
長さんが声掛けをして、実際に避難にどれぐら
い時間がかかるかを測ってみる等避難訓練を
やってみることも重要だと考えます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

会場 204 26 防災 平沢地区の防災無線にカラスが巣を作ってい
て悪さをしているようだ。

早速巣の撤去を指示します。（企画振興部） 防災行政無線への影響はないので、撤去を見
合わせる旨連絡させていただきました。（その
後、巣は消滅）

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

平成26年度のふれあいトークで出された質問や要望の対応について
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区分地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 205 26 道路
管理

橋が壊れたり、用水が壊れたり、道路が陥没し
ているところがある。例えば土田川の離岸堤が
老朽化のため浮き上がっているようになってい
るが、県に陳情してもプロジェクトは終わってい
るとの回答。そういったハード面の対策につい
て優先順位をつけて地域と行政で一緒に決め
ていけないか？

いろいろな方法を検討して回答します。 地区の道路等の修繕については、地域要望と
して自治会で取りまとめて要望書を提出してく
ださい。担当者から現地確認や今後の対応に
ついてご相談をさせていただきます。
土田川護岸については、今年度に調査しま
す。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地方創生と自治
への未来対話推
進課
市民協働・ファシ
リテーション・地
域おこし担当
74-8013

会場 206 26 基盤
整備

用水が豪雨時に対応できず、作付けが困難
だった。用水路整備について知恵がほしい。

気象台長の話によると８６年後地球の温度上
昇が３度上がるといっていました。大干ばつや
日照りの心配が増加してきます。降雨回数は
減るものの、１度に降る雨の両が増えてくるそ
うです。これから市では、災害時にスマート
フォンで撮影送信した映像を市役所内の４面
スクリーンで見ることのできる設備を設置しま
す。今後は市民の方々からも写真を受け付け
られるようシステムを構築していきます。用水
の幅の許容量を例えば２倍に増やすためにも
まずは調査をしていきたいので、災害時の用
水の記録をとっていただければ助かります。

土地改良事業で行う場合、地元負担が発生し
ますが、県・市においても応分の負担をいたし
ます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整備
担当
30-7011

会場 207 26 イノシ
シ

平沢地区ではイノシシの出没が日常茶飯事に
なってきている。オリの一基増設を要望してい
きたいと思っている。市役所にももっとイノシシ
対策の知恵を出してほしい。

行政として精一杯やりたいけれども８０点の時
もあるかもしれません。足りない部分は市民の
方々の協力が必要です。市民ができることとし
てはイノシシが入ってきやすいようにオリの中
の餌の置き方を工夫することや、唐辛子、百合
根、にんにく、彼岸花といった植物を育てると
いうことです。担当課の職員やイノシシ対策の
専門家を呼んで、勉強会をしていただいたら
どうだろう？イノシシ対策の平沢モデルを作っ
て頂いて、それを広めていっていただきたい。

平成27年2月5日ふれあいスポーツセンターに
おいて、近畿中国四国農業研究センター江口
祐輔氏による「イノシシの行動特性と農作物被
害対策について」と題し、講演会を開催しまし
た。これからのイノシシ対策は、野生動物の餌
場の排除、隠れ場所の排除、農地からの防除
を行って、それでも農地や集落周辺に現れる
個体は、捕獲するといった対応になります。な
によりも野生動物に餌や隠れ場所を与えない
環境（野生動物にとって魅力の無い環境）を集
落ぐるみでつくることが大切となります。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

いのしし等鳥獣
対策課
30-7088

会場 208 26 文化
財

虻が島の環境保全や清掃活動を行っている
が、虻が島に行こうとしても桟橋がなかったり船
を接岸することができない。安全に配慮するた
めには予算が必要だがどうしたらいいのか？

３年や５年のスパンでプロジェクトを考えなが
ら、本気で市民の方々が取り組むプロジェクト
を市では応援していきたいと考えています。

サギ対策や島の流土防止など保全対策も含
め、課題が多いと認識しています。県や観光
協会などとも連携し、虻が島を保全し伝えてい
きます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

教育総務課
生涯学習・文化
財担当
74-8211
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区分地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 209 26 消防 消防団員の高齢化のため、人員確保が課題
になっている。

消防団員の高齢化、団員確保は、全国でも課
題となっています。氷見市では、人口動態変
化に伴い、今年度より各分団の定数を見直し
しました。女良分団の場合は、定数40名から5
名の減をしたところです。消防団員は、地域に
おける消防防災のリーダーとして、市民の安
全・安心を守るという重要な役割を担っていま
す。今後とも、消防団員確保にご協力をお願
いします。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

消防本部
74-8300

自由 210 26 防災 ①災害対策（地震や水害等の「避難場所」等
の具体的な説明や草案の通知が出来ていな
い。

H25年度の災害対策基本法の改正後、地域
の方々で防災計画を策定し、市町村に提案
する「地区防災計画」という制度ができました。
そちらを利用して、地区の実情にあった防災
計画を市にご提案いただきたいと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021

自由 211 26 公共
交通

運転不可になった時 自動車の運転ができなくなったときに、公共交
通は重要な移動手段となります。氷見市全体
の公共交通について、平成２７年度から取り組
む立地適正化計画のなかでも、検討していく
予定です。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工観光・マー
ケティング・おも
てなしブランド課
商工立地・交通
対策担当
74-8105

自由 212 26 基盤
整備

②風水害の被害により、災害を受け、申請する
と調査に直ちに応じていただけるのは、大変あ
りがたいことですが、一定の規格があって応じ
てもらえず、荒廃地化していくのが大変残念で
す。

災害復旧事業には、一定の基準があり、全て
に対応できる訳ではないので、市単土地改良
事業の補助制度の活用も検討していただけれ
ばと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整備
担当
30-7011

自由 213 26 道路
補修

①地区の用排水路など老朽破損箇所が多くて
困っている。簡単なことは市で対応いただいて
いるが、U字溝の下に水が廻り、陥没してもお
かしくないところなど多くある。市全体を見ても
多数老朽箇所があると思うが、長短期的に見
てリストを作成して対応すべき。

側溝の老朽箇所に関しては支援事業の対象
となりますので、地区での活用をご検討くださ
い。また、農業用施設であれば市単土地改良
事業補助金の制度もありますので、建設課に
相談をお願いします。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070
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区分地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

自由 214 26 河川 ②姿の土田川河口から波が入り、台風等の時
の恐怖は大変である。昨年県に申請してテトラ
の消波堤を増やすよう依頼したが、県ではテト
ラ対策は終わっていると言われている。

波の影響による土田川護岸の補修箇所につ
いて、今年度に調査します。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

自由 215 26 イノシ
シ

イノシシの檻を増やして欲しい 平成27年度は17基の増設を予定しておりま
す。地区への配分はこれから決定します。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

いのしし等鳥獣
害対策室
３０－７０８８

自由 216 26 イノシ
シ

私は平の山近くで田んぼを作っていますが、
まわり中が荒れ田んぼばかりでイノシシが出て
大変です。あの荒れた田んぼを市で草刈りで
もしてもらえたら、こんなにうれしい事はないと
思います。無理でしょうけど

田の管理は、所有者や中山間地域等直接支
払制度等の補助金を活用し、地区ぐるみでの
対応をお願いします。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

いのしし等鳥獣
害対策室
３０－７０８８

区分地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 1001 25 観光 見晴らしがよい高坂山への道を整備できない
か。

登山ブームでもあり、登るのに３０分程度で、
磨けば地域資源になっていく可能性がありま
す。観光の分野では知られていなかった場所
であり、氷見の最高峰であるので、田園空間
の視点から盛り込んでいきます。

「石動山を護る会」など地域のみなさんと整備
内容や手法を検討していきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

商工観光・マー
ケティング・おも
てなしブランド課
観光マネジメント
担当
74-8106

平成25年度のふれあいトークで出された質問や要望の対応のうち継続して対応しているもの
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区分地区№ 年度 項目 意見の内容 回答 対応策または不可能な理由等
対応可能性
と対応時期

（H27.6月見直し）
27年度担当部署

会場 1011 25 教育 灘浦小学校、灘浦中学校、宇波保育園の統合
が単独に進められると地域の拠点がなくなると
思う。中学校に小学校を併設したり、住民セン
ターを併設したりして、住民が集い、災害時の
避難場所に使えればよいと考えており、検討を
お願いしたい。

いただいた提案を参考に、皆さま方といっしょ
に考えていきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

教育総務課
総務企画担当
74-8211

会場 1012 25 文化 長坂の大つばきが枯れ地元で処分したいと
思っているが、市教委の許可は出ないか。

市長が現地回りしたときに長坂の大つばきが
枯れたのではないかということでご心配いただ
いています。このつばきは県の文化財に指定
されていて、伐採する時には県で文化財から
除外する手続きが必要です。県では２年間に
わたり市といっしょに経費をかけて蘇るように
努めていますが、大変厳しい状況です。県は
もう少し様子を見させてほしいといっており、県
で見込みないという判断をして除外した場合
は、市で伐採します。

平成２６年１０月１日に県の指定が解除され、
伐採いたしました。つばきは油分が多く含まれ
ており、３年以上寝かしておく必要があることか
ら大切に保管してあります。どのように活用す
るかは、今後地区の方と検討してまいります。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

教育総務課
７４－８２１１

現地 2005 25 土木 ・平の山のため池災害について
耕作放棄田の土砂が崩壊してため池に入って
いる。災害として取り扱ってほしい。
Ｈ２５災　堂後　新開池

平成２５年災で、復旧工事を行う予定ですが、
見積業者と調整中であり整い次第、契約を交
わし工事に入ります。

災害復旧事業として、平成26年度に復旧しま
した。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整備
担当
30-7011
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